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論 文 内 容 要 旨
海 産 硬 骨 魚 類 と く に 底 魚 類 の
摂 食 活 動 に 関 す る比 較 生 態 学 的 研 究
魚 類 の 摂 食 活 動 に つ い て は 、 こ れ ま で に 多 く の 研 兜 が な さ れ て き
て い る 。 し か し な が ら 、 魚 類 は 他 の 脊 椎 動 物 に 類 を 見 な い 程 の 多 様
な 摂 食 活 動 を 行 う た め 、 摂 食 の 問 題 を 統 一 し た 視 点 か ら 包 括 的 に 扱
う こ と が 困 難 で あ る と 見 ら れ て き た 。 こ う し て 、 個 々 の 貴 重 な 情 報
も 十 分 な 解 折 を、さ れ ず に 見 過 ご さ れ が ち で あ っ た 。
本 研 究 は 、 魚 類 の 摂 食 活 動 に 関 す る 情 報 の 扱 い 方 ・考 え 方 を 整 理
し 、 こ の 分 野 の 研 究 に 方 向 性 を 与 え る こ と を 目 的 と し て い る 。
本 研 究 の 対 象 魚 種 は 仙 台 湾 に 生 息 す る 底 魚 類9種(マ ア ナ ゴ 、 イ
シ モ チ 、 ニ ベ 、 ア イ ナ メ 、 ク サ ウ オ 、 ヒ ラ メ 、 イ シ ガ レ イ 、 マ ガ レ
イ 、 マ コ ガ レ イ)で あ る 。 ま ず 、 各 魚 種 の 自 然 状 態 で の 摂 食 活 動 の
特 徴 を 形 態 、 生 態 、 行 動 の 面 か ら 把 握 す る た め 、 こ れ ら の 魚 体 材 料
を 仙 台 湾 で 操 業 す る 各 種 漁 業 の 漁 獲 物 よ り 採 集 し 、 そ の 形 態 的 特 徴 、
消 化 管 内 容 物 を 解 析 し た 。 次 い で 、 魚 に と っ て 望 ま し い 食 物 と は 何
か 、 と い う 問 題 に つ い て 考 察 す る た め に 、 マ コ ガ レ イ を 材 料 と し て
摂 食 行 動 と く に 食 物 選 択 行 動 の 物 質 経 済 か ら み た 得 失 を 実 験 的 に 調
べ 、 こ れ を 自 然 条 件 下 の 魚 の 摂 食 生 態 と 比 較 検 討 し た 。
(1)底 魚 類9種 の 摂 食 方 式
消 化 管 内 容 物 調 査 の 資 料 を 食 物 の 種 類 ・個 体 数 ・サ イ ズ(重 量)
と い う3っ の 項 目 に つ い て 魚 の 生 長 と の 関 連 に お い て 解 析 し た 結 果 、
こ れ ら の 底 魚 類 に お い て は 、 「個 体 数 指 向 型 」 、 「サ イ ズ 指 向 型 」 、
そ し て 「移 行 型 」 と い う3つ の タ イ プ の 摂 食 方 式 が 存 在 す る と い う
こ と が 示 さ れ た 。 各 タ イ プ の 特 徴 お よ び 該 当 す る 魚 種 は 次 の と お り
で あ る 。
個 体 数 指 向 型(Number-oriented):
小 型 の 食 物 を 多 数 摂 食 す る タ イ プ 。
・ 食 物 個 体 数:生 長 と と も に 増 大 す る 。
・ 食 物 サ イ ズ:絶 対 サ イ ズ が 小 さ く 、 生 長 し て も
大 き く な ら な い 。
・ 食 物 の 種 類 二 生 長 し て も あ ま り 変 わ ら な い 。
・ 魚 種:二 べ(Fig .1)
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サ イ ズ 指 向 型(Size-oriented)
少 数 の 大 き な 食 物 を 摂 食 す る タ イ プ 。
・ 食 物 個 体 数:生 長 し て も 増 大 せ ず 小 さ い ま ま 。
・ 食 物 サ イ ズ:小 型 の 個 体 で も 絶 対 サ イ ズ は 大 き
い が 、 生 長 と と も に さ ら に 大 き く
な る 。
・ 食 物 の 種 類:生 長 し て も 変 わ ら な い 。
・ 魚 種:マ ア ナ ゴ(Fig .2)
移 行 型(Transitiona1):
生 長 と と も に 個 体 数 指 向 型 か ら サ イ ズ 指 向 型 へ
と 移 行 す る 。
・ 食 物 個 体 数;あ る 程 度 の 体 長 ま で は 増 大 、 そ の
後 は 横 ば い あ る い は 減 少 。
・ 食 物 サ イ ズ:生 長 と と も に 大 き く な る 。
た だ し 、 魚 種 に よ り 増 大 の 程 度 が
異 な る 。
・ 食 物 の 種 類:生 長 と と も に 変 化 す る 魚 種 、 あ ま
り 変 化 し な い 魚 種 が あ る 。
・ 魚 種 二
急 激 な 移 行 を 示 す も の(サ ブ タ イ プ1):
ア イ ナ メ ・ ク サ ウ オ(Fig.3)・ ヒ ラ メ ・ イ
シ ガ レ イ
緩 や か な 移 行 を 示 す も の(サ ブ タ イ プ 巫):
イ シ モ チ ・ マ ガ レ イ ・ マ コ ガ レ イ(Fig.4)
以 上3つ の タ イ プ の 食 物 個 体 数 お よ び 食 物 サ イ ズ(重 量)の 体 長
に よ る 変 化 を 模 式 的 に 示 し た の がFig.5で あ る 。 ま た 、 各 魚 種 の 形
態 ・食 牲 ・生 長 に 伴 う 食 物 の 個 体 数 と 重 量 の 変 化 そ し て 摂 食 方 式 を
一 覧 表 と し て 示 し た の がTable1で あ る 。 こ の よ う な タ イ プ 分 け は 、
海 底 に 依 存 す る と い う 基 本 的 に は 類 似 し た 生 活 様 式 を も っ 沿 岸 の 底
魚 集 団 に 属 す る 魚 類 の 食 生 活 の 類 型 を 示 す も の で あ る 。 ま た 、 こ の
よ う な 摂 食 方 式 の 違 い は 、 環 境 中 の 食 物 の 利 用 し 易 さ と と も に 、 そ
れ ぞ れ の 種 の 捕 食 能 力 、 食 物 要 求 お よ び 食 地 位(foodniche)など の
相 互 作 用 に よ っ て 生 じ て く る も の と 考 え ら れ た 。 さ ら に 、 こ れ ら3
タ イ プ の 中 で も 底 魚 類 に と っ て 基 本 的 な 摂 食 方 式 は サ イ ズ 指 向 型 で
あ り 、 こ の サ イ ズ 指 向 性 は 各 魚 種 のfoodnicheに 応 じ て 魚 の 発 育 ・
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生 長 と と も に 実 現 さ れ て い る と い う こ と が 示 唆 さ れ た 。
(2)マ コ ガ レ イ の 最 適 食 物 サ イ ズ
最 適 食 物 サ イ ズ を 調 べ る 実 験 の 結 果 、 マ コ ガ レ イ が 処 理 可 能 な 食
物 サ イ ズ の 上 限 は 魚 の 体 サ イ ズ に よ り 異 な り 、 大 き な 魚 ほ ど 上 限 の
サ イ ズ も 大 き い こ と が 確 か め ら れ た 。 し か し 、 食 物 サ イ ズ の 下 限 に
つ い て は あ ま り 魚 体 サ イ ズ に よ る 違 い は み ら れ な か っ た(Fig.6)。
ま た 、 ど の 体 長 で も 、 相 対 食 物 サ イ ズ(魚 の ロ の 幅 に 対 す る 食 物 生
物 の 体 福 の 比)が1,0っ ま り 食 物 の 体 幅 が 魚 の 口 の 大 き さ を 上 回 る
ま で は 食 物 処 理 コ ス ト を さ ほ ど 上 昇 さ せ ず に 摂 食 可 能 で あ る こ と が
示 さ れ た(Fig。7)。 こ れ に 対 し て 自 然 状 態 の マ コ ガ レ イ の 相 対 食 物
サ イ ズ は ど の 体 長 で も 平 均0。3～0.4と 実 験 に お い て 確 か め ら れ た
上 限 の サ イ ズ よ り ず っ と 小 さ な も の で あ っ た(Fig.8)。 こ の こ と か
ら 、 実 験 は 魚 の 潜 在 的 な 摂 食 能 力 を 調 べ る の に は 都 合 が よ か っ た も
の の 、 自 然 条 件 下 で は 、 実 験 で 考 慮 で き な か っ た 様 々 な 要 因 に よ っ
て も っ と も 効 率 的 な 擾 食 活 動 が 制 限 さ れ て い る の で は な い か と 考 え
ら れ た 。 こ の 結 果 を 翻 っ て 考 え れ ば 、 魚 の も つ 摂 食 能 力 と 実 際 の 摂
食 活 動 と を 比 較 す る こ と に よ っ て 、 魚 類 群 集 内 で そ の 魚 種 の お か れ
て い る 位 置 を 一 層 明 確 に す る こ と が で き る と い う こ と が わ か り 、 こ
の 方 面 の 研 究 に 一 っ の 示 唆 を 与 え た も の と 考 え る 。
(3)結 論
本 研 究 に お い て は 、 日 常 的 に 行 っ て い る 魚 類 の 食 控 研 究 の も っ 問
題 点 を 整 理 し 、 比 較 的 単 純 な 手 法 に よ り9種 の 底 魚 類 の 摂 食 方 式 を
サ イ ズ 指 向 型 を 基 本 と し た3つ の 類 型 に 分 け た 。 こ れ は 、 新 た な 視
点 か ら 食 性 調 査 の 情 報 を と ら え る:二ど に よ り 、 多 様 な 魚 類 の 食 生 活
を 普 遍 的 に 把 握 す る こ と を 可 能 に し た も の で あ る 。 さ ら に 、 実 験 的
に 求 め た 最 適 食 物 サ イ ズ と 野 外 で の 食 物 サ イ ズ と を 比 較 す る こ と に
よ っ て 、 自 然 状 態 に お け る 最 適 食 物 サ イ ズ 実 現 の 困 難 性 お よ び 、 こ
の 種 の 手 法 に よ る 魚 類 群 集 内 で の 各 魚 種 の 生 態 的 位 置 の 明 確 化 が 可



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































生産上重要な位置にある9魚種(マ アナゴ,イシモチ,ニ ベ,ア イナメ,クサウオ,ヒ ラメ,イ
シガレイ,マ ガ レイ,マ コガレイ)を選び,7年 間にわた り10,000個体以上の魚体材料を集め






野外調査の資料を食物の種類,個 体数,サ イズ(重 量)と いう3つの項 目について魚の生長と
の関連において解析 した結果では,9種 の底魚類においては,小型の食物を多数摂食する 「個体
数指向型」,大型の食物を小数摂食す る 「サイズ指向型」,そして,生長とともに個体数指向型か
らサイズ指向型へと移行する 「移行型」とい う3つのタイプの摂食方式が存在するとい うことを
明らかにしている。 さらに,この3タ イプのなかでも底魚類にとって基本的な摂食方式はサイズ





下で取 られている食物サイズも魚の口の大きさに比例 していたが,魚 の口の大きさと食物の大き
さの比をとってみると,実験的には口の大 きさと同じ食物サイズまで摂食可能であるのに対 し,
野外で実際に取られていた食物サイズは口の大きさの3～4割 までであるという事実が示された。
これは,自然状態においては最適食物サイズは完全には実現されないことを示す ものであると考
えられるが,著 者はさらに,摂 食能力と実際の摂食活動の違いは魚類群集内における当該魚種の
占める位置の測度であるとい う新しい見解を提出している。
このように野外調査と室内実験とい う異なる二つの手法を用いて摂食者側から見た摂食活動全
体を貫 く法則性の存在を示 したことは本研究の成果であるとともに,魚類の摂食研究の発展に貢
献するものであ り,農学博士の学位を授与するに値すると判断した。
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